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糖尿病教育は、価値を競う時代に！�
●森川 浩子（福井大学医学部看護学科）�
第１５回 日本糖尿病教育・看護学会学術集会�
第15回日本糖尿病教育・看護学会学術
集会が、数間恵子会長（日本糖尿病教育・
看護学会理事、東京大学大学院医学系研
究科）のもと、東京国際フォーラムで2010
年10月10～11日に開催された。
大会テーマとして「実践と研究の循環的
発展」が掲げられ、糖尿病診療機能の強
化が図られるなかで、糖尿病教育が担う
役割について、シンポジウムや教育講演
などが組まれた。
2000年に日本糖尿病療養指導士認定
機構が設立され、10年の歳月を経て、
2010年では、1万5961人が「日本糖尿病
療養指導士」として認定を受けている。米
国では、NCBDE（National Certification
Board of Diabetes Educators）が1986
年からCDE認定試験を実施し、現在
1万6604人がCDE（Certified Diabetes
Educator）認定を受けている。日本と米
国を比較すると、CDEの数では、ほぼ
同数になったが、実際の活動ではかなり
異なっている。米国では、医療機関間、
職種間の機能分化が日本以上に進み、糖
尿病の診断をした医師は、ADA（米国糖
尿病学会）糖尿病教育ナショナルスタン
ダード認定施設に、患者を紹介し、そこ
で糖尿病教育を実施してもらう。糖尿病
教育認定施設では、糖尿病教育アウトカ
ムを客観的データとして示し、紹介する医
師の信頼を得ることで、提携を維持する。
わが国の糖尿病教育は、数人のCDEが
活動する段階（個人戦）から、CDEがプ
ログラムコーディネーターとなり、多数の
CDEが協力して教育プロセスを展開す
る段階（団体戦）に移行しているのでは
ないだろうか。
特別講演は門脇孝先生（日本糖尿病学
会理事長、東京大学大学院医学系研究科）
が、「わが国の糖尿病医療の現状と看護
職への期待」として「第2次対糖尿病戦略
5カ年計画」を紹介された。
日本糖尿病学会では、2004年に「対糖
尿病5カ年計画」を策定し、さらに厚生労
働省は、2005年に「糖尿病戦略研究J-
DOIT」を立ち上げた。しかし、2007年、
厚生労働省糖尿病診療実態調査によると、
「糖尿病が強く疑われる人」「糖尿病の可
能性を否定できない人」の合計が2210万
人になったことが示された。ハイリスク
者に対する生活習慣改善として、2008年
から「特定健診・特定保健指導制度」が開
始された。
2009年に日本糖尿病学会は、岩本安
彦先生（東京女子医科大学）を委員長とし
て、「第2次対糖尿病戦略5カ年計画」を
策定し、2010年5月の日本糖尿病学会年
次集会において、第2次対糖尿病戦略5カ
年計画のアクションプラン2010（DREAMS）
を示した。
門脇先生は、DREAMSを紹介するな
かで「糖尿病コントロールには、サイエンス
とヒューマニズムを組み合わせてほしい」
というメッセージを述べられた。DREAMS
にあるように、糖尿病発症早期からの積
極的な治療介入が必須であるが、「デー
タから糖尿病だと言われても、自覚症状
もなにもない」と否認する糖尿病患者は
後を絶たない。糖尿病という診断は、患
者の予期不安を引き起こし、患者は冷静
を装っても、ネガティブなことばかり考
える傾向にある。
糖尿病診療にはクロニックイルネスと
いう概念が不可欠ではないだろうか。
教育講演として、黒江ゆり子先生（日
本糖尿病教育・看護学会理事、岐阜県立
看護大学）が、「クロニックイルネスと病
みの軌跡―生活者を支える実践の基盤と
して―」を講演された。
疾患（disease）と病気（illness）は、区別
して用いることが重要である。disease
は生物医学的なモデルを基盤とするが、
illnessは症状や苦しみを伴う人間の体験
である。糖尿病は、治癒することが困難
な慢性疾患であり、治癒すること（cure）に
方向性が向けられていない。糖尿病は、
careによって、病とともに生きる（living
with illness）という道が開かれ、糖尿病
をもたない人に近いQOLの維持と寿命
が確保できる。
米国で、『クロニックイルネス』（慢性
疾患）の初版が出たのは、1986年であっ
た。クロニックイルネスをもつ人々を「非
生産的」と否定的にとらえることより、
「変貌をとげる存在」として、社会全体で
支援する方向を打ち出してきた1）。
本年次集会では、195演題の研究発表
が行われ、キーワ ドーとして「病みの軌跡」
「行動変化のプロセス」「ライフスト リーー 」
をあげた研究は、34演題（17％）であった。
糖尿病教育は、従来の一方的な知識伝達
型の指導から、より理論に基づいたエンパ
ワメントアプローチに進化しつつある。ジョ
スリン糖尿病センターでは、糖尿病自己管
理のモデル化（図）を行い、問題解決と心
理社会的適応の重要性を明確にした2）。
糖尿病患者の増加に伴い、糖尿病を専
門としない病棟や外来であっても、糖尿
病専門病棟と同等のケアが求められる
状況が起こっている。糖尿病に強い病
院を作ることが、消費者主導の医療
（Consumer-Driven Health Care）3）とな
り、医療戦略のカギとなる。
【東京女子医科大学病院からの報告】
東京女子医科大学母子総合医療セン
ターでは、総分娩数の10％が耐糖能異
常妊婦の出産が占める。妊婦からの苦情
として、「低血糖のためベッドで寝てい
たら、助産師に早く検査に行くように言
われた」「助産師によって、インスリン
投与時間に来てくれる人とそうでない人
がいる」などがあった。
妊婦の苦情を「研究の入口」ととらえ、
新人助産師（8人）に対し糖尿病学習経験
のアンケート調査を行った。それをもと
に、中堅助産師の力を引き出す仕掛けを
作り、新人助産師糖尿病教育計画を実施
した。新人助産師に対する教育をもとに、
全新人看護師対象の院内研修を実施し、
病院全体として、糖尿病マネジメントの
習熟という「研究の出口」に至った。
【杏林大学医学部付属病院からの報告】
杏林大学医学部付属病院の外来待合室
で、意識障害患者を発見したが、脳卒中
を疑い、すぐに血糖測定をしなかったた
めに、血糖値が28mg/dLになった事例
があった。
この施設では、外来全診療科・検査部
門に勤務する看護師に、「意識障害患者
の鑑別アイウエオティプス」を用いて、
看護師の対応について調査した。その結
果、意識障害患者および低血糖患者に対
する学習会を開催し、外来全診療科で血
糖測定器設置、低血糖発作時の対処（糖
質設置）ができるように改善した。
【天理よろづ相談所病院からの報告】
天理よろづ相談所病院では、以前から
糖尿病患者にかかわる医療スタッフで事
例検討を行ってきたが、2009年7月から
心理カンファレンスを実施してきた。心
理カンファレンス参加者（20人）に対し、
カンファレンスの効果と、心の変化につ
いて、グループインタビュー方式で調査
した。結果として、他職種の情報が共有
化されることにより、自分の行動が変化
した（例：患者の問題が引き出せる質問
の仕方に変わった）ことがあげられた。
この心理カンファレンスは、外部の糖
尿病医療提供者に公開しており、参加希
望される方は、天理よろづ相談所病院
（内分泌内科病棟：電話0743-63-5611 内
線8557）まで連絡していただきたい。
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「第２７回糖尿病セミナー」～糖尿病の困難例に挑む～�
■日　時：２０１１年２月１１日（金・祝日）　午後１時～午後５時３０分�
■会　場：新都市ホール　横浜市西区高島２-１８-１ 横浜そごう９階　TEL ０４５-４６５-２００１�
■内容：�
　【特別講演Ⅰ】　テーマ「糖尿病の合併症～癌と認知症を中心に～」�
　　　講師　九州大学大学院医学研究院 環境医学分野 教授　清原　裕 先生�
　【特別講演Ⅱ】　テーマ「患者の心を動かす援助技術」�
　　　講師　大角クリニック 看護師　吉田 百合子 先生�
　【症例報告】　テーマ「ハンディキャップをもつ、糖尿病患者の管理の実際」�
　　　症例報告①／症例報告②／ディスカッション�
■参加対象：医師およびコメディカル�
■参加費：事前振込３,０００円（当日４,０００円）＊資料代込み�
■申込・問合先：電話またはFAX　【TEL】０４５-４５３-２４１１　【FAX】０４５-４６１-０２１５　�
　宛先：神奈川県保険医協会　担当：渡辺�
　〒２２１-００５６　神奈川県横浜市神奈川区金港町５-３６ 東興ビル２F�
　振込先：郵便振込　口座名：神奈川県保険医協会　口座番号：00260-2-2220�
※糖尿病療養指導士の認定:第２群１単位申請予定�
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